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要旨   

複数の企業，機関に上る共同商品開発を効率的に渥ダ）るた♂）に＝∴「粧発チーム内しり共通孟忍識事項にズレが生じな   

いよう，開発に係る各種情報を共有するため〝〕ツールを悶意することが必要である．当センターでは平成13隼度   

上り，企業■外部デザイナーとの共同開発車例の中から開発ツールを蓄積すろとともに，その＃利用に上る開発‾ソ   

ロセスげ1効率化の検討を続けてきた．本研究でほ具体的な企業に対】r巨る本年度r川軋清閑発支援〔用取り組みを展に，   

開発ツー・爪ルの整理と見直しを行うとともに ツールげ）効果的な運用のための情報通信機器r′）活用に／ついて検討を・マナ   

った．  

1． 目 的   

県内製造業は近年の系列間受発注構造の車二編等に上り，  

エンドユーザー向け独自商品の開発といった業態転換げ）  

動きが高去りを見せている．去たビジネスプランせ経営  

資源として他社の開発・生産資源活用を前提としたベン  

チャー企業も増加してきており，ユー→ザーニーズ を把握  

した商品間発と企業間共同商品間発や開発グ′レ←フ〝）組  

織化についての支援ニーズが増加している．   

一般的な企業において商品開発且 デザイン担当者だ  

けで行うモ〕のではなく，それ以外の繹′軋 技術，マーケ  

テイング，販売担当む携わる全社的な，時にほ社外の人  

間とも連携を要する開発チーームとLての取り組みである，  

開発を後戻りさせず，前に進めるためには，開発チーム  

内♂）共通認識【ii二項にズレが生じないょう，開発に係る各  

椎情報を共有するため♂）ツーーールを用意することが必要で  

あることから，平成1ニう年二度より当研究を開始Lた．具  

体的な活動とLては，当センターが外部デザイナ↓∵ヒ共  

同で支援した企業の商品間発事例げ）中から，開発ツーール  

とLて再利用可能なプロセスをヒックアップし，開発ツ  

ールとしてストックするとと幸）に，その癖札用に上る開  

発プロセスの効率化の検討を続けてきた．   

本年度は具体的な企業に対■す‾る本年度の商品開発支援  

の取り組みを元に，開発ツールの整理と見直しを行うと  

ともに，祇べ－〈スのツール以外のロ丁能性を探るた紆），近  

牢大きな発展を遂げている情報通信機器げ）活札こついて，  

ツール調香などの検討を行った一 同L開発ツールを使っ  

て章〕，紙ベースと情報通信機器／＼こ－一ス ご古土スヒードや効  

果が界なってくることが予想され，高速大容量化が進ん  

だネットワークインフラによる開発情報共有化に資する  

潜在的可能惟を明らかにすろことを目的に取り組みを行  

った．  

2． 内 容   

2．1 開発ツールの整理と見直し   

2．1．1開発ツールについて   

当センタし－で∈王  女援した企業の商品間発車佃け）中か  

ら， そ】‾幼であ／つた開発プロセスをヒックアップしY 開発  

ツーールとしてストックすろとともにァ その車利用に上る  

開発フし1セス〔ハ効率化の検討を続㍍てきたL 具体的には、  

開発を計画，分析，展開，評価、生産・販売支援の各段  

階に人きく分類しノ，さらに各段階において必要な作業を，  

過去肌商品間牒■酎外や文献から整理分甑した けig．i）．  

さらに，作業手法の「1「で効果を上げ，今後の他げ）開発に  

おいてら再則川可能な妄、のを紙ベースで様ユこじ化しノ，開発  

ツールとLて蓄積を続けている（「igハ2）   

22．2 開発ツ¶ルの見直し   

平成16年度に子Jわれたた業の商ふ開発を支瀕する事業  

ごある，デザイン活用新商品開発支援■巨業に参加する4  

ブ／し－∴ノノげ〕各報㌣の内容を確認し，そ♂）作業で使用Lた  
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基本方針の決定  
・開発方針   

・酢配㍑ナプ設置  

マリブ・アンド‘ポジショニンクー⑥  

一朋美掌抑ブコトタイプ 

【  

■ くヽ■■     ●■◆ ゝ      ′‘   t▼ヽヽケ ■     ▲＝′′′■・  

一叩 静  
L▲ 

）二：．  ．．． ∴∴． ‥  い．′．  

針㈱ …相野 琵絹  

無紋 汐章）√ 貰 機先 弟敬′  ￥        ら二三ノ  

‡Tig．2 商品間発射姉）ツール化   

開発ツールを抑圧して，上記明Flg」の有働性を確認す  

ることとした．上記■圭i二洛は，企業の磯営資源の見直しか  

ら始去り生雇化の準備段階のブ［てトタイプ製作圭でを，  

主な支援対象とするそ）〃）である．そ〝）ため，過去に本事  

業の成果をベースに蓄積してきた開発、ソールも，商品間  

発の上流のものが多くなっているで 本年度のヰグ′レープ  

の作業の中で確認された開発ツールも，憤れ以前から♂）  

蓄積と重なろも〃）であり，Fig．＝け実務的な有効性が確認  

された（T㌻1と〕lc．1）．ただし，開発対象の商ふの明媚や，  

開発前提となる企業の抜術シ山一爪ズの内容に上って ，l■㌻Jじ  

開発プしてセスはなく，また既〃でけ無い開発ツール（＼rl  

展開，如紆ル晩熟 ライフヒストリの分析 等）が必要と  

なっていることがわか／つた．今後は，今年度の商品開発  

丈援の実施内容を元に∴既存（フ〕ツー′しをメンテナンスしノ，  

ツールとしノてげ）完成度を高めていきたい  

√「～1ヒ）］ビ．1111ぐう商品間発支援【iト業における使用ツール  

福士グループ  瞬皇グループ  C社プループ  D社グループ   

〔1とアリンワシート   △   △   △   △   
○  

○  ○   
社会環境分析   ○   ○   ○  ○   

市場環境分析  ○    ○  ○   
（6斉ッブ・アンド・ポジシ］ニンワ  ○  （⊃   

し7仮設の設剋こよるアイデアの捷案   △  △   △   

○  
0髄35法   ○  ○  
那ワレーンストーミンワ  
貞狩インドマッピンヴ   ○  ○   ○   
昭商品企画者   ○   ○   ○  
朋試作実験レポート  ○   

fTig．1商品間廃す各段階での作業笹分類  ※△は作業は行ったが、過去の様式と異なるもの  
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2．2．3 システムの提案しlノ「Åcrobat＋榊ebDAV」   

く一丈し」∨）∴二，開発∴係／引和正デケ 両イ針ト、′ソソノブfこ肯  

ツー′し：ノし ご廿肝n㍉㌻rノリ ごを」く〕＼しゝざ、（）Lj（＝ ∴∵1帖舶）肌 

丁ト∵リラ山一シニ7ン∴／∴＼ここさ一、ハ＝」龍神／日射」しノた  

lし、mt）iうしさま∴ノラソトホー、ム／；，′越ょ こ各緯デーン′を叛有化  

y卜ろノニーめ〔ノ）ツー、ルこぐを）り，川上デー′ンし叫：‡誓うて1≡仕様ご．を）る  

l）Xトナーーケし′＝Ⅶ「変換‡ノー≡用巨ン／ご／）∴、ろ．；三た，軋、t）り．＼＼  

ミ＝圧hアプリケーション㌍しノこ∵ラ ソトノて－一ムに依存  

しノ古∵ノ）7イルサーバをノ美堀ノjく）モノtノ）ごふり，各プラッ  

トホーム〔ハ1V〔舟1）AVクライアントむしノくご土，l＝）ブラウザ  

い二上りフ′イノンノ）－）フッノLト▼ド1一ダウンLて－卜′：＼巧宣旨と  

7■ごろt〕ソ〕 ご′を〕ろ，7リー→≠）吾琉て各梓ノ）－アプリケ∵ン＝了  

ンが存仁L、／㌢「－－＝用★心酔州＝り＝L∴付属rろW泣出肌  

機能をツリーーズドなネットワーク⊥で動作させ確認Lた  

サーバ｝機 に設定した技イ十ディレットリ∴＝）Fデ〉一夕を  

配置Lた結果 クライアント極頂ブラウザ上か〔Jツアイ  

ルm受廿渡しが可能ごあL′j，問題無く閲覧、編集など〟〕  

作業ができた．硯／f‡良く子J二れれろ）メー1ル添付なと、で  

ノバご－けンぐり拓い巨1ろ情報共有手法に比／ミご，ファイ′レソ）  

複製物が増えない上り）フーアイ′レバーージョンぴ）整合性な守  

の信熱性が大幅に向上十るといえろ。（ト1ig．1）  

2．2 情報通信システムの活芦別こついて   

2．2．一 企業の情報通信機器環境の確認   

平痛＝6年度に千汀けした合牒打）商品間登ろご女ほ▼i‾る事業  

である，デザイン活用新府清一開発支援率業に参加rjろ」  

グルーープリ〕，製造業者，デザイン宰業者宜昭網引廿ノ汗青報  

通信端末に／穴、ご確認をし∴′二．製造落首，1センターに  

全員がWiIld（州Sマシンご〔巨〕り，デザイン官業諸行Lまば今  

Fもが＼ldC＝Sマシンで， 一部、1㌔r川rl（川マシン妾）合わせて保  

有していた． 一般的に，製造業昔，デザイン業者が間瀬  

チー ムを設立しノた場合に，必ずと；ナ／〕ごいい㍑どm題に  

なる（ノ〕が，開発システムのフノラソトホーム椚違い∴ニヒい  

データゾ）共有化／川村難ヒなろニヒであろ。大きなと二′）  

でさい…1dowsOS∴よる開発システムし′）多い製造業考と，  

批1C（〕Sに上る開発システム〝）多いデザイン業者牒け）∴夏血  

データの受け渡しであろ士か㌧ 匠じプラットホームここしを）  

／った場合でら，使甘アプリル種類やバージョン〃）違い／，ニ  

どに上り，スム」一ズノ‘ごデータの共有化が寂しい状況とな  

ることが通常である‘また メールぐの連絡を行う場合  

≠），メールアプリの設定の違い／ごどに上り，釘宰惰牒H  

ら的確にやり取りできないこと手）ある．（上座∴う）  

＜問 題＞  

・図面が受け渡しができない  

正文辛が化ける、つ  
・ファイルのバージョン管理  

・メールソフトではサイズの  

センす】肌eb  

システム  

※WebDAVスヘース   

開発途血の  
図面ナ椚り 

アイナアスワニ干害  

大きなファイルのやり取り  

ができない  

hイac一日しパ汗「3t口r  ルrl血∨ノさ，→Aし血〔：A［）  

Fig．3 企業と当センターの情報機器環境  

2．2．2 情報通信システム調査   

上記のよう／亡状況において開発情報の共有化を†J二うた  

ダ）に フラットホー1ム に依存L／ごい恥と）アプリケ山ショ  

ンげ）活用に／〕いて検討L、そハ可能性を検鉦しノた．   

恥LJシステムとしL現在でま士（1〔；r掲小坂をはじれ  

tlreヒ）1）」Ⅵ，恥bl叩，椚Kl′已と、とl≡…▲った今美で∵憮いニヱミュ  

ニケーーションツールが多く登場するヒユニもに7 tt‡ニゾリ†り）  

ネットワー【ク阿線ゾ）高速化とコストダウンが推し進リ）〔っ  

れたこ王≠〕あり，開発情報共有化環境としてポテンシャ  

ルの高いインフラが実現され／）／〕ある．特にデザイ ン作  

業においては，品質の高い画像デーータゾ）取り扱い／うミ必三貞  

であるため，皆はスヒード面などかヰ利昭し辛カ、つノニネ  

ットワークを介しいケ矧司商品間発作業が現実的にな／J  

てきていることが確認されたら  

ニンウー  デサ  所  

州！ndovvs＋紬」Str3tOr  恒7ac＋Ⅲt⊥チ；〔ratOr  冊汀1do仙STAじtく〕CAD  

ドig．i恥bl）肌システムヒ円）卜／「て｛∴二上ろ情報共有  

「朴子臥二伴／）て享己′巨十ろ各種〔ノ）画像デー㌢や図面データ  

机共イ】▲化にL二つてf主，強ノ．けごツ山′ン上し／rゾ）r再巨什が確  

言まrご’きた   

2】2．4 システムの提案芝「C掴S」   

去た センター一帖t）シスナム州摘発研究においこ、企業  

と（ノりjニ同研′究し川襟ノバ青擁イト行ツーー′しとしノて用S圧（〕r＝〔ユ111H  

鮎満雄Ⅲtし、11iS＼：HしゝFllトノ津川ゴが提案されこいろ．二れさ吏（JS  

や特定ア∵リ∴L〔）ず、誰ヰ）が利用てきる 恥t）ブラウザ  

からアクセスLて阻係昔が自由に発三ーd閲覧し，デーータ  

を投稿しノ，関連√jろ他首ゾ）発言′しrハリンクをけろことも  

叶能なシステムであろ【技術研つ王開発仁けでなく，複数  

機関∴美′トがろ具「和乱品開発にぉいrモノ有効であると思   
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われ，メー〈ル及びメーリングリストなどでは，なかなか  

発言が盛りユニげることが難しノいネット上の意見交換を大  

幅に活性化させることが期待できる．  

3． 考 察   

現在，↑イ目安のデザイン活用新商品開発支援事業4グル  

ー〔 ブのデザインワークを分析し、ワークの中で情報通有  

機器の導入により効果が高まると思われるものを確認し，  

情報通信システムと〝）マッチングを検討Lている．   

例えば，筆記に上るアイデア発想法の6二う5法は，短時  

間で大量のアイデアを得ろ有効な手法とLて，今回たけ  

でなく以前から使用してきているが，記入する作業，カ  

ード化する作業，カードのマッヒングに上りグルーピン  

グする作業など，手作業に多くの時間が取られる．去た，  

グループメンバーが同じ場所に集合する必要があること，  

紙ベースであるので得られたアイデアの＃利用がし辛い  

などの特惟を持つ．ネットを利用することによ畑集合  

せずとら意見の交換は可能でほあるが，現状のようにメ  

ンバーの情報通信機器や使用アプリが異なる環境では，  

メールに上るテキスト／ヾ一肌スでのやり取りが原則とな畑  

紙ベースで行う際の自在な書き込みに上る自由度が損な  

われてしまう．利用するシステムによらず全員がF■りじ環  

境で利用できるWebブラウザの使用を前提に，画像ファ  

イルの共有化なども可能なC、1Sなどを使うことにより，  

集合して行う自在な書き込みに近いアイデアや音見のや  

り取りが可能になる車）のと思われる．   

画像ファイルの共有化や発言の相互リンク機能により，  

他にもマッピングによる商品イメージ分類などの作業車〕，  

ネットヒで可能となる可能悼もあり，紙ベースで利用さ  

れている商品開発ツールを，情報関連システムl∴でグル  

ー鵬プメンバ←がコラボレーションできるアプリケーショ  

ンとLて再構築する手法を検討していきたい．  
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